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2月26日(土)、27日(日)の二日間に亘って、

「青少年のための科学の祭典」がわくわく科学

館と大洗町体験活動交流センターを会場に開催

されました。

参加者は、会場に設置された数多くのブース

で工作や実験をとおして、科学の楽しさを体験

していました。

青少年のための科学の祭典
茨城大会

農産物の安定した出荷を目指し、加工品開発

を検討してきたＪＡ水戸大洗そ菜生産連合会が

大洗町の農産物の特産品、「紅あずま」を原料と

した芋焼酎を試作しました。

常圧単式蒸留法という昔ながらの製法で、丹

念に醸した原酒をじっくりと甕で貯蔵し、すっ

きりまろやかに仕上がりました。地産地消の特

産品として7月に販売予定です。

いーものができました

社会奉仕を通じて様々な活動を展開している大

洗ライオンズクラブが、創立40周年記念事業の一

環として彫刻家浅賀正治氏による石の彫刻を寄贈、

2月19日にわくわく科学館広場でモニュメント除

幕式が開催されました。

海の生き物の彫刻を並べたモニュメントは「磯

遊び」がテーマ。子どもたちの遊具としても利用

できるようになっています。

遊具を兼ねたモニュメントを設置

1月28日（金）、教育委員の唐笠　實さんから大洗町立第一中学校と大洗町

立南中学校に橋本酒仙さん作の『磯浜望洋楼に登りて』の書が寄贈されました。

夜登百尺海湾楼　　夜登る百尺海湾の楼

極目何辺是米州　　極目何れの辺か是れ米州

慨然忽発遠征志　　慨然忽ち発す遠征の志

月白東洋万里秋　　月は白し東洋万里の秋

この漢詩は、明治6年夏、大洗に遊んだ三島中洲が詠んだもので、昭和9年

には大洗磯前神社近くのゆかりの地に詩碑も建てられています。

志
こころざし

をはぐくむために
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「やんちゃな兄弟ですが私達の宝です」

今回は「飛行機はなぜ飛ぶのか」について説明しよう。
人を何百人も乗せ、そして金属でできた飛行機がなぜ
空を飛ぶことができるのか考えたことはあるかな？みな
さんもよく知っているジャンボジェット機の重さは約
350トンあるんじゃ。それがどうして飛ぶのかを解説し
よう。
まず、熱気球や飛行船がどうして飛んでいるのかは分
かっているかな。熱気球は丸い風船のような袋の中に、
温めて軽くした空気をためて浮いているんじゃ。
そして飛行船も同じようにヘリウムなど空気より軽い
気体を積んで浮いているんじゃ。しかし、飛行機はこれ
とはちょっと違うんじゃ。図をもとに説明しよう。この
図は飛行機の翼の断面の形を示したもので、下が平らで
上の方が丸くなっているんじゃ。このような形をした飛
行機の翼が、プロペラやジェットエンジンの力で前に進
んで風を受けると、翼の下面に比べて上面の方が空気の
流れが速くなるんじゃ。すると空気の流れが速い上面の
方が下面よりも空気の圧力が低くなるんじゃ。この翼の
上下にできた圧力の差によって、揚力という上に持ち上
げる力が発生するんじゃな。この持ち上げる力、揚力が
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飛行機の重さより大きくなったときに初めて浮き上がる
んじゃ。ジャンボジェット機のように重い飛行機では滑
走路から飛び立つのに、新幹線なみの時速300キロメー
トルものスピードを出しているんじゃ。重い機体である
ほどスピードを出して揚力を大きくしているんじゃな。
だから軽飛行機はプロペラの推進力でも浮くことができ
るが、ジャンボジェッ
ト機は大きなエンジン
を積んでスピードを出
しているんじゃ。
それではまた次回の
コラムでお会いしよ
う。

○入館無料　○開館時間　10:00～16:30
○毎週月曜休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）

大洗町港中央12番地　@267－8989
ＵＲＬ http://www.jnc.go.jp/xwakuwaku/

空気の流れ�

・速い風�
・低い圧力�

・遅い風�
・高い圧力�

抗力�
こうりょく�

揚力�
ようりょく�

飛行機が浮き上がる原理�

「日本丸来航」 大久保　正隆さん

「浜昼顔」 根本　昭一さん
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第二保育所年長きりん組共同制作
「にゅうがくおめでとう」
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〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�

〔営業時間〕9:00～17:00�
※夏期営業時間（7／17～8／22）9：00～19：00

・料金は消費税が含まれています。�
・団体は20人以上です。�
・幼児は3歳以上です。�
・学校特割とは、保育所、幼稚園、�
小・中学校の学校行事として利用�
する場合です。�

マアナゴの幼魚（アナゴ科）�
Conger myriaster

　この時期、大洗漁港では、マアナゴの幼魚が

水揚げされています。幼魚の大きさは、約10㎝

ほどで、写真のとおり親と似ても似つかない透

明な体が特徴です。地元の漁師さんの間や、

大洗市場、築地市場などでは、特別「ノレソレ」

という面白い別名で親しまれている魚です。そ

の語源は、シラス漁に混じって入り、網の上でノ

ラリクラリしている様子からその名が付いたそう

です。現在当館では、期間限定で展示しており

ます。この機会に是非ご覧下さい。�

（魚類展示課　小藤一弥）�


